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性能を大きく棄損せずに、これらの資料や機材を使わずに簡易的に性能推定を行う手順や推定式を作
成し適用した。簡易手法と従来の詳細手法について船速推定誤差を比較しても同等であり、また両手
法で最適航路を作成して燃料消費量削減率をシミュレーションで求めたところほとんど遜色がなく、
内航船ウェザールーティングの実海域船舶運航性能推定手法として十分利用可能であることが分かっ
た。 
内航船ウェザールーティングにおいて航路選択の最も重要な要因になるのは船舶の偏流（ドリフ
ト）である。これは既存の海流推定システムによる推定結果の表層海流を利用しているが、時空間的
にスパースである衛星からの海面高度、温度からの推定結果であり誤差が大きいため、第 5 章におい
て船舶偏流の直接的観測である AIS 受信データを利用して偏流の現況を把握するアルゴリズムを考案
した。AIS レコードには対水船速が記録されておらず工夫が必要であったが、黒潮沿岸域において既
存の海流推定を用いるより高精度で推定できた。また推定精度は風速によらず既存海流推定より優位
であった。また AIS のみでは受信データ件数の少ない海域では推定不能であったが、既存海潮流推定
と統合することにより推定不能エリアのない、高精度な偏流マップを作成できた。 
本研究により、内航船ウェザールーティングの燃料消費量削減効果が実証され、また乗組員が自ら
操作し航海できる一連のシステムが構築された。第 3 章で構築された内航船ウェザールーティングサ
ービス、船載機システム、第 4 章で構築された船舶運航性能の簡易手法は商品化され、現在も多くの
内航船舶に導入が進められて運用されている。 
